
参加者の声 ・自由な意見が出ていて良かった・思いもしない発言がありびっくりした・機会があれば会社内でもやりたい・
頭も使うし、面白いし、とても楽しかった・恥ずかしくなくなるまで少し時間がかかった・たくさん意見が出
てくるのが大阪だな～とおもしろかった・アイデア出しの方法としては面白いと思う・別の見方、考え方で問
題を考えられる・皆さんの意見を聞いて元気を頂いた。

会場には大喜利垂れ幕が 回答は紙に書いて発表 名珍回答の紙が貯まっていきます 後半は榊区長も参戦挙手して答えます

なにわ区ラボ vol.27

開催レポート
「U50得意なことを地域で活かす」

2017年12月6日（水）に開催したなにわ区ラボは、

若い担い手を「U50」を対象に開催。当日は37名

が参加 .、ゲストに「スーパー町内会活動」の梅

山晃佑さん、藤田ツキトさんをお迎えしました。

後半は、参加者全員で参加型大喜利に挑戦。大きなテーブル
を囲んでの大喜利は最初こそ少し緊張気味でしたが、そこは
さすがの浪速人。どんどん名珍回答が飛び出し盛り上がりま
した。“ ノリ ” で書いたことの中にキラりと光るアイデアも。
回答の一例をご紹介します。

前半は、梅山晃佑さんに地域で得意なこと

を活かすきっかけ作りの視点から「スー

パー町内会活動」についてお話しいただき

ました。「スーパー町内会」とは、より進

化した町内会のこと。地域活動の場として

町内会の面白さを知ってもらおうと、「大

喜利」という日本版ブレインストーミング

を応用。お互いが気負わず楽しみながら意

見を出し合える場を作ります。地域の課題

もうまくお題に反映させることで、課題解

決のヒントを探ります。

プログラム２

プログラム１

“スーパー町内会活動”
のとりくみから

参加者全員で
大喜利に挑戦

ゲスト梅山晃佑さん
（A’ ワーク創造館事務局次長 / コワーキン
グスペース「往来」店主）

ゲスト藤田ツキトさん
（株式会社シカトキノコ
代表取締役 / 妄想都市研
究家 / 地元の町内会では
青少年指導員も兼務）

＜お題①＞
まわりの地域から「スーパー町内会」
と呼ばれている町内会があります。
それはなぜ？

＜お題②＞
町会に新しい役職ができました。
それは何？

＜お題③＞若者が喜んで役員をやりたが
る町会があります。どんな町会？

・スーパー町内会の”スーパー”はスー

パーサイヤ人のスーパー。

・意見は大喜利形式で楽しく気軽に

出し合う。

・ノリを重視することでたくさんア

イデアを出し、閉塞感を打破。

・地域の課題も大喜利のお題にする。

・最後は一番やってみたい意見を選
び期限を決めて実行の方法を考える。

就活・婚活の支援がある

交通費がタダになる

命がけで運動会してる 盗難車（自転車）捜索係

ユーチューバー

i Phone 支給 家がもらえる

税金免除

宴会部長

とにかくがんばる 野良猫の餌やり注意係
ブレーキ役・アクセ
ル役・エンスト役

カメラ設置・犯罪ゼロ

会議ではタメ口OK
年が若い方が発言
権が強い

表札が似顔絵

金儲けが上手い

もれなく彼氏・彼女
を紹介してくれる

サラリーマン

とりあえずはげます会ニックネーム
付ける係

愚痴の聞き役

会議が飲み会

持ち回りホーム
パーティが決まり

回覧板が i Pad

スーパー町内会活動とは

ここが
ポイント


